
学生の皆様への呼びかけ文 

いま、私たちは COVID-19(新型コロナウイルス)という脅威と対峙しています。 

その感染力には目をみはるものがあり、私たちは今まで経験したことのないような危機に遭遇している

と言えるでしょう。 

 

そのさなか、我々学生も多くの我慢を強いられています。 

 

3 月、卒業する先輩との別れを十分悲しみ、その進路を祝福することが出来ませんでした。 

4 月、新しい風である新入生と新しく活動し、爽やかな新年度をスタートさせることは今や難しくなって

しまいました。 

苦しい思いをしながらも、大学内の安全を配慮し、春の大学祭を中止した大学もあります。 

一生に一度しかない大切なひとつひとつのイベントがこれからもできなくなってしまうかもしれません。 

 

そして、いまや私たち学生が守り続けてきたサークル活動等の学生文化の「火」も消えかかってしまって

います。 

 

 学生の皆さん、この感染症を広めかねない行動は考え直してみませんか。ほんの些細なありふれた行動が

皆さんの身近な大切な人にこの感染症をうつしてしまいかねません。不要不急の外出は控え、家でできるこ

とをしましょう。 

あらゆる組織がこの感染症を封じ込めるためにあらゆる対策を取っています。 

私たち学生も共にこの感染症に対してできることをしてみませんか。 

 

 そして様々な視点から様々なモノを見つめ探求する大学の中で、多様な視点を生み出す働きを持つ大切

で不可欠な大学の要素の一つが私たちの課外活動です。 

私たちが守り続けてきた文化・スポーツの火を絶やさないためにも、多様な大学環境をこれからも推進す

るためにも今できる活動を共にしていきませんか。 

感染症を防止するためには、直接皆さんと集まって活動をすることは出来ません。しかし不幸中の幸いな

がら、私たちにはオンラインで活動を続ける手立ては残っています。 

 私たち学生には残された方法でも十分に活動し、学生文化を守り続ける力があるはずです。 

 

 直接会うことは出来ない今ですが、オンラインでも私たちは繋がっています。今できるすべてを武器にこ

の前代未聞の事態を全国の学生の力で戦い抜きましょう。 

 

 そして、この騒ぎが無事に収まったその後には、それぞれの大学祭で皆さんとまたお会いし、共に大学祭

を作り上げることができることを私たちは祈っています。 

 まずは感染を広めないこと、そして会わずともできる活動を続け学生文化の火を絶やさないこと。 

私たちから仲間である学生の皆さんへのお願いです。 
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